
令和６年度 調布市立飛田給小学校「学校いじめ防止対策基本方針」  

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止等に関する学校の目標 

○いじめや差別を根絶し、児童にとって、自らの大切さが認められていることを実感できるような

安らぎのある学校にする。  

○相手を傷つける言動は決して見過ごさず、なぜしてはいけないのかという理由を含めて指導する。

また、教師が模範となって、児童の人権に配慮した言動をとる。  

＜組織＞①学校いじめ防止対策委員会(校長、副校長、主幹、生活指導主任、養護教諭、SC)  

②学校サポートチーム  
 

【いじめの未然防止】 
○児童一人一人が安心・安全に学校生活を送ることができる学校づくりを進めていく。 

⇒「人権教育プログラム」「人権教育の推進と啓発」をもとに、4 月、６月、１１月に研修会を実施

したり、OJT で取り上げたりして、教職員の人権感覚を高める。 

○児童に「いじめ」について主体的に考える機会を設け、「いじめは絶対に許されない」ことを自覚

する態度の育成を図る。 

⇒６、11、2 月に、いじめ防止の授業を全クラスで 1 時間行う。 

⇒1２月にいじめ防止標語づくりやいじめ標語発表集会を実施する。 

〇毎月、いじめ認知件数を把握する。 

⇒いじめの認知の在り方を見直し、今まで以上に、児童一人一人を丁寧に見て、いじめの小さな芽

を摘み、解消率の向上を図る。 

【早期発見】 
○看護当番による見回りなどを通して全教職員で全校児童を見守り、気付いたことを共有する。週

に１回は全教職員で情報を共有し、対応する。 

○第４学年～第６学年児童に対し、スクールカウンセラーによる全員面接を行う。また、６、11、

2 月に全校児童対象のアンケート調査及び聞き取り調査を実施する。 

                      

 

  

○スクールカウンセラ

ーとの連携 

・情報交換を密にする。  

・相談室だよりで、児童

や保護者から相談を

受け付けることを呼

びかける。 

○教職員の指導力の向上 

・様々なタイプのいじめ問題

に関する研修(年 3 回)を行

う。  

・人権教育プログラムや調布

市いじめ撲滅の手引きなど

の資料を活用する。 

○学校の組織的対応 

・学校いじめ防止対策委員会

を設置する。 

・全教職員で、情報を共有し合

う。 

・人権教育推進委員や校内委

員会と連携する。 

○保護者・地域との連携 
・児童の変化のサインに気付

いたときは、早急に学校に

相談することを伝える。  

・いじめ問題に関する情報を

発信する。（学校便り、学校

ＨＰなど） 

＊重大事態への対処 

●いじめが「重大な事態」と

判断された場合の手順 

 

 

B        生活指導主任会報告内容（いじめを認知し，学校で組織的に対応する場合） 

①実態把握の観点 

いじめに関する相談を受けた場合は、

すぐに事実の有無の確認と状況把握を

行う。（担任＋いじめ防止対策委員） 

(事実確認のポイント) 

・児童の特定（誰が、誰に対して） 

・時期、時間の特定（いつから、いつ） 

・いじめの行為(何をした、された) 

・周囲の児童の目撃状況 

・被害児童や保護者の心情など 

②指導・支援の基本姿勢 

学校いじめ対策委員会の構成員  

校長、副校長、主幹教諭、生活指導主任、  

養護教諭、当該学級担任、当該学年担任、  

スクールカウンセラー  

   

いじめの関係者間における争いを生じさせ

ないよう、いじめの事案に係る情報を関係保

護者と共有するための必要な措置を講ずる。 

③＜被害児童の支援＞ 

いじめを受けた児童・保護者に対する

支援  

＜加害児童の指導＞ 

いじめを行った児童への指導とその保

護者との情報共有を継続的に行う。  

④継続的な見守り、情報収集 

・全教職員が多様な時間、場において

意識的に様子を見守る。 

・小さな情報も共有し敏感に対応す

る。 

 

年 間 指 導 計 画 

 ４ 月   ５ 月    ６ 月    ７ 月    ８ 月    ９ 月    10 月    11 月    12 月    １ 月    ２ 月   ３ 月 

各教科 
学習規律                    学習規律              「いのちと心の教育」 学習規律   学習まとめ 

マラソンチャレンジ   月間 

生活指導 
学年当初生活指導       学期末生活指導              セーフティ教室  学期末生活指導    学年末生活指導 

ふれあい月間(生活アンケート・面談)                ふれあい月間(生活アンケート・面談)  ふれあい月間(生活アンケート・面談) 

学校行事 
入学式 １年生を迎える会 ゆずりは集会          始業式 遠足（低）八ヶ岳移動教室 学習発表会            ６年生を送る会 

始業式 遠足（中） 運動会 水泳指導           日光移動教室                   始業式      卒業式 

特別活動 
集団生活のルール   いじめ防止授業                   いじめ防止授業 いじめ防止標語発表集会 いじめ防止授業 

各種集会・縦割り班遊び 

道徳科 
自由と責任 友情・信頼    節度・節制       親切・思いやり 公正・公平  相互理解  生命の尊さ 希望と勇気 正直・誠実 

       助け合い    生命尊重        親切      正義              個性伸長     思いやり 

家庭・地域 
保護者会        保護者会                       保護者会  道徳授業地区          保護者会 

調布市防災教育の日  授業公開     個人面談     授業公開            公開講座       授業公開 

生活指導主任会報告内容（学校内で重篤と判断する場合，教育委員会や関係諸機関と連携して対応する場合） 

●関係諸機関との連携 

犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、教育委員会及び所轄警察署などと連携して対処する。  

連携機関⇒（指導室、教育相談所、子ども家庭支援センターすこやか、多摩児童相談所、調布警察署など） 

具体的ないじめへの対応（早期発見，重大事態への対応） 

so ために 

①教育委員会への報告を

し、教育委員会が設置す

る組織との連携・協力を

する。 

②被害の児童・生徒への

緊急避難措置の検討、実

施 

③加害の児童・生徒への

懲戒や出席停止の検討 

④警察や児童相談所など

との連携 

⑤緊急保護者会の開催 

○いじめ防止対策に関す

る法令等 

・いじめ防止対策推進法 

・東京都いじめ防止対策

推進条例 

・調布市子ども条例 

・調布市教育委員会教育

目標及び基本方針 

・調布市教育委員会「いじ

め防止対策委員会」設

置実施要項など 

○目標策定の方針 

児童の実態 

・明るく素直で子どもら

しいが、深く考えずに行

動して、友達とのトラブ

ルになることがある。 

保護者の願い  

・学校の教育活動に対し

ては協力的である。いじ

めの問題についても敏

感で、気になることがあ

ると早目に担任に相談

している。 

地域の願い 

・地域全体で子どもを見

守ろうという意識が高

く、地域の方々が様々な

学習や行事で協力的で

ある。 

目指す児童・生徒像 

心豊かなたくましい子ども 

◎じょうぶな体 思いやりの心 考える力 やりぬく力  

◎…本年度 重点目標 

いじめ相談窓口の開設 

いじめの未然防止・早期発見のために 
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